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地図ロイドは，国土地理院２万５千分の１地形図で現在地を確認できるアンドロ

イド携帯のアプリケーションです．アンドロイドのスマートフォンを持っていれば，

無料で「マーケット」からダウンロードして使えます．  
著作権の関係で，地形図を保存することはできませんが，山行前に，目的の山域

を眺めておけば，キャッシュメモリには保持されるので，携帯の電波が届かなくて

も使えます（キャッシュサイズは標準で 20MB，変更することもできます）．東京・

神奈川近郊の丹沢でも奥多摩でも携帯の電波は届きませんから，入山前に，アンド

ロイドの GPS を ON にし，電波を機内モード（つまり OFF）にします．（携帯の電

波が届かない場所で携帯電話の”電波”を ON にしたままにすると，電波の届く都会

と比べて非常に電池を消耗します） 
 

   
 
まず，3 月 10 日に高尾山で，次に 4 月 16 日に奥多摩三郎ノ岩道窪，そして 5 月

8 日に丹沢塔ノ岳，そして，再び 5 月 21 日に奥多摩川乗山真名井沢で使ってみて，

数メートル以下の誤差で，沢の中でも現在地を確認できることを確かめました．（写

真右は三郎ノ岩道窪）． 
電子コンパスもついているので道なき道をゆくオフロードのルートファインディ

ングにも十分使えます．私のアンドロイド，IDEOS（写真左）はビニール袋の中に

入れても，タッチパネルが使えました．これも山で使うにはもってこいの特性です．

兎に角，国土地理院２万５千分の１地形図でばっちり現在地を確認できるのは，素

晴らしい． 



一方，山旅ロガーは，GPS の現在地を記録してくれるアプリです．入山時に ON
にすれば，時間と GPS 位置そして標高を記録することができます．地図ロイドと山

旅ロガー．アンドロイドを持っている方はこの２つのアプリをぜひ試してみてくだ

さい．便利です．感動します． 
図は，山旅ロガーで記録した真名井沢遡行記録です．IDEOS は CPU が貧弱なの

で，ログの誤差はかなり大きくなっていますが，地図ロイドで現在地を確認すると

きは１分ほどじっとしていれば，上述のように誤差数数メートルで現在地を確認で

きます． 
なお，この図は山旅ロガーの gpx ファイルを，カシミール 3D というフリーソフ

トで読み込んで描画したものです． 
 

 

 
（9：15～9：50 で高度が急変動しているのは GPS の誤差です．私のアンドロイド

の CPU の処理能力が低いせいでこのようなみっともないピークが生じました） 
 
 このような，アンドロイドのアプリは，情報科学 B で学ぶ Java プログラミング

で作られています．よいアプリは，たいていプログラミング好きの人が趣味で作っ

て，無料で配布しています．動機は，自分の文章を皆に読んでもらうために書くブ

ログと似ていますね． 


